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概要 

孔あき鋼板ジベルの既往の研究には耐荷

性能に関する 実験的研究が数多く行われ

ており、例えば、孔数や配置間 隔に着目し

た引き抜き試験や押し抜き試験などの耐荷

性能 に関する実験的研究 が多く行われて

おり、耐荷力評価式 が数多く提案されてい

る。しかし、複合標準示方書による耐力式

には補強筋の情報が含まれていない。そこ

で、著者らは配筋位置や配筋量を対象にせ

ん断耐力への影響を検 討された。しかし、

これまでの実験では載荷する際に供試体 

をさせる 2 つの H 鋼が離れている（境界条

件がある）状態での結果であった。上記の

背景を踏まえて、本研究では本研究の実験

結果を用いてニューラルネットワークによ

る分析 を行い、モルタルによる拘束効果に

ついて検討する。 

セールスポイント

 本研究は、ニューラルネットワーク解析

より境界条件によるモルタル断面のひずみ

分布を明らかにし、押し広げ力に対する拘

束効果について検討した。 

企業等での活用例、今後の展望等 

今後は補強筋位置の違いによるモルタル

内部のひずみ分布を明らかにし、最適な配

筋位置を検討していく予定である。 
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図-2：解析結果 

表-1：試験ケース 

図-1：試験機概要図 
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